
] 金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）

貸借対照表計上額
（＊１） 時価（＊１） 差額（＊１）

\ 投資有価証券及び有価証券
{ 満期保有目的の債券 6¶499¶695 6¶557¶740 58¶044

| その他有価証券 7¶700¶000 7¶700¶000 `

] 現金及び預金 2¶594¶681 2¶594¶681 `

^ 未収附属病院収入 5¶342¶821

徴収不能引当金（＊２） � 75¶271

5¶267¶549 5¶267¶549 `

_ 国立学校財務・経営センター
債務負担金

（3¶660¶489） （4¶047¶429） （386¶940）

` 長期借入金 （13¶848¶166） （14¶392¶143） （543¶977）
a 未払金 （10¶391¶122） （10¶391¶122） `

７．資産除去債務に関する注記

\ 資産除去債務の
内容

建設リサイクル法 石綿障害予防規則 契約上の原状回復義務

] 支出発生までの
見込期間、適用し
た割引率等の前提
条件

見込期間 ２～50年
割引率 0•2～2•3％

見込期間 ２～33年
割引率 0•2～2•3％

見込期間 28年
割引率 2•3％

８．重要な債務負担行為 （単位：千円）

件 名 契 約 済 額 平成25年度以降
支出予定額

平成24年度
支出額

千葉大学（医病）外来診療棟新営その他
機械設備工事

1¶926¶750 1¶926¶750 `

千葉大学（医病）外来診療棟新営その他
電気設備工事

1¶323¶000 1¶323¶000 `

千葉大学（医病）外来診療棟新営昇降設
備工事

110¶250 110¶250 `

千葉大学（医病）外来診療棟新営その他
工事

3¶663¶586 3¶413¶686 249¶900

千葉大学（西千葉）本部棟・体育館改修
その他工事

546¶210 176¶733 369¶476

千葉大学（西千葉）本部棟・体育館改修
その他機械設備工事

78¶435 43¶327 35¶107

千葉大学（西千葉）本部棟・体育館改修
その他電気設備工事

50¶715 15¶523 35¶191

千葉大学（附小）プール改修（Ó期）そ
の他工事

62¶370 62¶370 `

千葉大学（亥鼻）新ゐのはな同窓会館新
営工事

241¶500 144¶900 96¶600

千葉大学（西千葉）総合研究棟（工学系）
新営その他電気設備工事

278¶250 278¶250 `

千葉大学（西千葉）総合研究棟（工学系）
新営その他機械設備工事

397¶950 397¶950 `

千葉大学（西千葉）総合研究棟（工学系）
新営その他工事

1¶348¶200 1¶348¶200 `

ｅラーニングシステム 一式（コンテン
ツ制作・保守・管理サービス含む）

51¶087 25¶505 25¶582

高過給エンジンシステム 一式の製造 73¶500 73¶500 `

低慣性過渡シミュレーションベンチ 一
式

32¶340 32¶340 `

交流動力計 一式 31¶290 31¶290 `

電子ジャーナルWiley-Blackwellの利用
一式

38¶017 38¶017 `

９．重要な後発事象
該当事項はありません。
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（＊１） 負債に計上されているものは、（ ）で示しております。
（＊２） 未収附属病院収入に個別に計上している徴収不能引当金を控除しております。
なお、貸借対照表に計上されている長期未払金の主な内容はリース債務であり、企業会計基準
適用指針第19号金融商品の時価等の開示に関する適用指針（平成20年３月10日企業会計基準委員
会）第24項ただし書きにより、金融商品会計基準等の適用にあたり重要性が乏しいと認め、時価
の注記を省略しております。
（注１）金融商品の時価の算定方法
\ 投資有価証券及び有価証券
これらの時価について、取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっておりま
す。

] 現金及び預金、並びに^ 未収附属病院収入
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。なお、未収附属病院収入については、担保又は保証による回収見込額等によ
り、時価を算定しております。

_ 国立大学財務・経営センター債務負担金、並びに` 長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利
率で割り引いて算定する方法により算定しております。

a 未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

^ 資産除去債務の総額の期中における増減内容
期首残高 585¶960千円
時の経過による増加額 10¶471千円
資産除去債務の履行による減少額 `千円
その他増減額 `千円
期末残高 596¶431千円
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